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●
市
財
政
収
入
の
一
部
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
表
紙
に
広
告
を
掲
載

　
し
て
い
ま
す
。
掲
載
し
て
い
る
広
告
内
容
に
つ
い
て
は
、
津
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が
保
証
し
て
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国
津
神
社
の
ケ
ヤ
キ
と
石
造
物

く
に
　
つ

　

美
杉
地
域
の
西
部
に
位
置
し
、
奈
良
県
と
接
す
る

美
杉
町
太
郎
生
は
、
東
に
大
洞
山
、
西
に
倶
留
尊
山

が
そ
び
え
、
ム
サ
サ
ビ
や
オ
シ
ド
リ
な
ど
の
生
息
も

確
認
さ
れ
て
い
る
大
変
自
然
豊
か
な
場
所
で
す
。
中

央
に
は
名
張
川
が
南
か
ら
北
に
流
れ
、
そ
の
名
張
川

を
挟
ん
で
国
道
３
６
８
号
と
平
行
に
走
る
、
市
道
太

郎
生
旧
道
線（
旧
国
道
３
６
８
号
）に
面
し
た
高
台
に

国
津
神
社
が
あ
り
ま
す
。

　

境
内
へ
続
く
石
段
を
上
が
り
拝
殿
を
正
面
に
見
る

と
、
ま
ず
左
手（
南
側
）に
、
樹
齢
８
０
０
年
と
も
１

０
０
０
年
と
も
い
わ
れ
る
、
ひ
と
き
わ
立
派
な
ケ
ヤ

キ
が
目
に
入
り
ま
す
。
こ
の
ケ
ヤ
キ
は
、
樹
高
が
約

28
ｍ
、
幹
の
周
囲
が
約
８
ｍ
、
南
北
の
枝
張
り
が
約

15
ｍ
も
あ
る
大
き
な
も
の
で
、
県
の
天
然
記
念
物
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

以
前
は
東
に
も
大
枝
が
張
り
出
し
、
現
在
よ
り
も

さ
ら
に
見
事
な
枝
ぶ
り
で
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
平

成
21
年
の
強
風
で
折
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
年
１

月
に
こ
の
枝
を
切
除
し
、
幹
の
中
央
の
亀
裂
か
ら
ケ

ヤ
キ
を
守
る
た
め
に
、
ワ
イ
ヤ
ー
を
巻
き
直
し
た
り

肥
料
を
与
え
た

り
手
厚
い
手
当

て
が
行
わ
れ
、

木
は
以
前
の
勢

い
を
取
り
戻
し

ま
し
た
。

　

そ
の
反
対
側

の
境
内
北
側
に
は
、
鎌
倉
時
代
の
作
と
い
わ
れ
る
国

の
重
要
文
化
財
の
石
造
十
三
重
塔
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
石
塔
は
、
高
さ
が
３
・
３
８
ｍ
あ
り
、
軸
部
の
四

方
に
は
浮
き
彫
り
の
一
種
の
半
肉
彫
り
で
阿
弥
陀
如

来
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
同
じ
美
杉
町
太

郎
生
の
日
神
地
区
の
山
王
権
現
の
境
内
に
あ
っ
た
も

の
が
、
明
治
40（
１
９
０
７
）年
に
周
辺
の
神
社
を
統

合
し
た
際
に
、
国
津
神
社
に
移
さ
れ
た
の
だ
そ
う
で

す
。
そ
の
た
め
か
、
石
塔
に
彫
ら
れ
た
阿
弥
陀
如
来

の
表
情
は
、
日
神
地
区
に
残
る
石
仏
の
優
し
い
表
情

に
と
て
も
よ
く
似
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
十
三
重
塔
の
す
ぐ
右
隣
に
は
市
指
定
有
形

民
俗
文
化
財
の
種
子
碑
が
あ
り
ま
す
。
種
子
碑
と

は
、
梵
字
で
仏
を
彫
っ
た
碑
で
、
国
津
神
社
の
種
子

碑
も
参
道
に
面
し
た

表
側
に
阿
弥
陀
如
来

を
表
す
梵
字
が
刻
ま

れ
、
そ
の
下
に
は
、

独
特
の
形
を
し
た
線

刻
の
蓮
台
が
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。
高
さ
は
約
１
・
１

ｍ
で
、
隣
に
立
つ
十
三
重
塔
の
３
分
の
１
ほ
ど
で
す

が
、
こ
の
辺
り
の
種
子
碑
の
中
で
は
、
美
杉
町
三
多

気
の
真
福
院
に
あ
る
弘
長
供
養
碑
に
次
ぐ
大
き
さ
で

す
。
鎌
倉
時
代
の
弘
長
年
間
の
作
と
さ
れ
る
弘
長
供

養
碑
と
、
こ
の
種
子
碑
の
作
風
が
よ
く
似
て
い
る
こ

と
か
ら
、
国
津
神
社
の
種
子
碑
も
同
じ
く
鎌
倉
時
代

の
作
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

十
三
重
塔
も
種
子
碑
も
、
大
洞
山
か
ら
産
出
さ
れ

た
凝
灰
岩
で
作
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
作
風
は
、
周
辺

一
帯
に
点
在
す
る
石
造
物
の
特
色
を
よ
く
表
し
て
い

ま
す
。
一
度
こ
の
地
を
訪
れ
、
豊
か
な
自
然
と
歴
史

に
触
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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